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■
　
８
月
20
日
、
全
国
税
・
全
税
支
部
協
議

会
「
第
22
回
定
期
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
組
合
が
国
税
労
働
者
の
一
致
す
る
要

求
・
課
題
に
基
づ
き
、
組
合
差
別
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
差
別
是
正
、
平
和
・
憲
法
・
民
主
主

義
を
守
る
た
め
、
年
間
２
回
の
国
税
庁
長
官

と
の
協
議
会
と
し
て
の
団
体
交
渉
を
は
じ

め
、
各
種
集
会
で
の
交
流
と
共
闘
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
共
に
た
た
か
う
運
動
方
針
を
満

場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ト
に
盛
り
込
む
と
し
て
い
ま

す
。
本
俸
は
全
号
俸
均
等
に

引
き
下
げ
で
す
か
ら
、
そ
の

率
を
い
じ
る
だ
け
で
簡
単
に

追
加
の
引
き
下
げ
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
勤
勉
手

当
０
・
05
月
増
加
（
財
源
２

３
０
億
円
）
の
部
分
を
凍
結

（
実
施
し
な
い
）
と
い
う
動

き
も
あ
り
ま
す
。

【
Ｑ
２
】

政
府
が
も
う
一

段
の
引
下
げ
を
表
明
し
て
い

る
が
。

【
Ａ
２
】

そ
の
通
り
で
す
。

谷
垣
財
務
大
臣
（
給
与
担
当

相
）
が
人
事
院
勧
告
を
受
け

て
す
ぐ
に
表
明
し
ま
し
た
。

民
主
党
も
「
国
家
公
務
員
の

賃
金
を
３
年
間
で
20
％
引
下

げ
る
」
こ
と
を
マ
ニ
フ
ェ
ス

た
だ
し
、
勧
告
で
は
05
年

４
月
に
遡
っ
て
逆
格
差
分
を

是
正
す
る
た
め
、
【
左
表
】

の
方
法
で
賃
下
げ
分
を
計
算

し
、
減
算
額
③
を
05
年
12
月

の

期
末
手
当
か
ら
差
引
い

て
精
算
し
ま
す
。
減
額
計
算

で
は
格
差
率
０
・
36
％
を
使

う
と
い
う
の
が
ミ
ソ
で
す
。

■
前
号
に
引
き
続
き
、
05
賃

下
げ
人
勧
の
問
題
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
Ｑ
１
】

05
年
度
の
改
訂

は
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る
の

か
。
４
月
に
遡
っ
て
賃
下
げ

す
る
と
い
う
が
、
そ
の
計
算

方
法
は
？

【
Ａ
１
】

実
施
の
時
期
は
、

勧
告
に
基
づ
く
給
与
法
等
が

成
立
・
公
布
さ
れ
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
05
年
10
月
26
日
に

公
布
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ

ば
、
05
年
11
月
１
日
か
ら
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

小
泉
「
構
造
改
革
」
の
も

と
で
激
し
さ
を
増
す
公
務
員

攻
撃
に
加
え
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
増
税
路
線
の
打
ち
出
し
で

「
小
さ
な
政
府
」
と
は
名
ば

か
り
の
国
民
負
担
増
が
企
ま

れ
て
お
り
、
職
場
は
降
格
人

事
や
定
昇
未
発
令
な
ど
が
横

行
す
る
「
成
果
主
義
」
前
夜

の
如
く
停
滞
し
た
空
気
が
漂

っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
仲
間

が
団
結
し
て
こ
れ
ら
に
立
ち

向
か
い
、
ゆ
と
り
と
誇
り
の

全
国
税
「
第
63
回
定
期
大

会
」
は
、
８
月
19
〜
21
の
３

日
間
、
東
京
都
内
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
代
議
員
・
来

賓
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
む

の
べ
２
７
３
名
が
参
加
し
、

『
仲
間
の
声
を
結
集
し
、
団

結
の
力
で
ゆ
と
り
と
誇
り
の

持
て
る
職
場
を
実
現
し
よ
う

!!
』
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
で
熱
心
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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“非常識追放”
1 1 0 番

zenkokuzei@aol.com
全
国
税
は
、
職
場
か
ら
セ
ク
ハ

ラ
や
イ
ジ
メ
な
ど
の
非
常
識
を

な
く
す
た
め
、「
非
常
識
追
放

一
一
○
番
」
を
常
時
設
置
し
て

い
ま
す
（
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上

記
の
番
号
ま
で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

持
て
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
、
と
の
運
動
方
針
を
満

場
一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
15
日
に
出
さ

れ
た
、
地
方
切
り
捨
て
の

「
給
与
構
造
改
悪
」
を
柱
と

す
る
史
上
最
悪
の
賃
下
げ
人

事
院
勧
告
に
全
面
的
に
反
対

す
る
立
場
を
明
確
に
し
、
こ

の
と
ん
で
も
な
い
人
勧
を
実

施
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を

全
国
の
職
場
で
取
り
組
む
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

人
事
院
は
、
05
年
に
つ
い
て
は
全
員
一

律
４
月
に
遡
及
し
て
「
賃
下
げ
」、
06
年
度

以
降
は
地
方
と
中
高
年
層
の
大
幅
賃
下
げ
、

お
よ
び
「
成
績
主
義
」
強
化
と
い
う
最
悪

の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。「
成
績
主
義
」
強

化
は
、
私
た
ち
税
務
職
員
を
「
税
取
り
競

争
」
に
駆
り
立
て
、
職
場
と
行
政
を
荒
廃

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
で
す
。

こ
れ
以
上
の
生
活
悪
化
を
許
さ
ず
、
職

場
に
「
誇
り
」
を
持
っ
て
働
く
た
め
に
も
、

勧
告
の
実
施
に
反
対
す
る
署
名
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
沖
縄
全
税
支
部
の
垣
花
委
員
長
は

指
笛
で
「
国
税
の
う
た
」
を
披
露

▲　大会最終日、岡田委員長の「団結ガンバロー」に元気良く応える全国の代議員と大会参加者

▼　大会２日目、小田川調査部長の人勧学習会を熱心に聞く参加者
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【
京
都
】
藤
本
代
議
員

昨
年
度
、
右
京
署
の
定
昇

未
発
令
問
題
を
取
り
上
げ
て

で
た
た
か
っ
た
が
、
今
年
度

は
全
国
的
に
低
率
支
給
や
定

昇
未
発
令
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。
当
局
に
は
理
屈
も
準
備

さ
れ
て
お
り
、
確
信
的
だ
。

人
勧
の
査
定
給
強
化
を
先
取

り
し
た
も
の
で
今
後
の
た
た

か
い
が
重
要
だ
。

【
神
奈
川
県
】
高
橋
オ
ブ

東
京
局
で
は
麻
布
・
王

子
・
鎌
倉
で
内
部
一
元
化
の

試
行
が
行
わ
れ

て
い
る
。
幹
部

職

員

か

ら

は

「
失
敗
は
許
さ

れ
な
い
。
何
が

何

で

も

成

功

を
」
と
の
意
欲

が
伝
わ
っ
て
く

る
が
、
問
題
点

は
多
い
。
机
を

動
か
し
た
だ
け

で
は
各
事
務
系

統
の
仕
事
を
補

完
で
き
ず
、
専

門
分
野
以
で
の

法
曹
団
／
消
費
税
廃
止
各
界

連
／
昭
和
シ
ェ
ル
労
組
／
新

婦
人
の
会
／
新
聞
労
連
／
政

金
労
／
全
医
労
／
全
印
総

連
／
全
運
輸
／
全
気
象
／
全

教
／
全
経
済
／
全
厚
生
／
全

港
建
／
全
国
革
新
懇
／
全
司

法
／
全
商
連
／
全
証
労
協
／

全
信
労
／
全
損
保
／
全
日

赤
／
全
農
協
労
連
／
全
労

働
／
全
労
連
／
総
理
府
労

連
／
田
村
守
保
／
中
国
国

税
／
Ｔ
Ｃ
Ｗ
Ｕ
／
東
京
靴
工

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員

会
／
医
労
連
／
銀
行
労
連
／

銀
産
労
／
建
交
労
／
原
水

協
／
健
保
労
組
／
航
空
労
組

連
／
公
務
労
組
連
／
国
労
／

国
会
職
組
／
国
共
病
組
／
国

金
発
展
会
／
国
公
共
済
会
／

差
別
連
／
自
治
労
連
／
自
由

国
公
労
連
・
岸
田
重
信
書
記

次
長
／
全
税
関
・
河
野
正
典

委
員
長
／
沖
縄
国
公
労
全
税

支
部
・
垣
花
譲
二
委
員
長
／

全
国
税
・
金
子
哲
人
顧
問
／

全
国
税
Ｏ
Ｂ
会
・
難
波
武
久

会
長

※
　
来
賓
あ
い
さ
つ
順

上
田
　
孝
（
滋
　
賀
）

前
川
　
幸
徳
（
愛
　
媛
）

月
足
　
晃
二
（
熊
　
本
）

【
特
別
中
央
執
行
委
員
】

井
ノ
上
　
繁
利
（
東
京
南
）

【
会
計
監
査
委
員
】

石
井
　
悟
（
千
　
葉
）

北
村
　
満
男
（
埼
　
玉
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

熊
谷
　
邦
雄
（
千
　
葉
）

【
顧
　
問
】

村
上
　
晴
男
（
元
委
員
長
）

吉
本
　
貢
（
元
委
員
長
）

坂
本
　
良
雄
（
元
副
委
員
長
）

田
村
　
守
保
（
元
特
別
中
執
）

金
子
　
哲
人
（
元
委
員
長
）

西
田
　
一
雄
（
元
委
員
長
）

永
沢
　
晃
（
元
委
員
長
）

◆
　
明
る
い
職
場
目
指
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
！

【
中
央
執
行
委
員
長
】

岡
田
　
俊
明
（
東
京
南
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

小
田
川
　
豊
作
（
東
京
南
）

山
口
　
潤
一
郎
（
東
京
東
）

芦
田
　
力
（
兵
庫
県
）

八
代
　
司
（
東
京
東
）

藤
平
　
和
良
（
東
京
東
）

【
書
記
長
】

阿
部
　
富
次
（
埼
　
玉
）

【
書
記
次
長
】

山
本
　
浩
二
（
東
京
中
）

【
中
央
執
行
委
員
】

長
沼
　
敦
志
（
北
海
道
中
）

鈴
木
　
仁
（
宮
　
城
）

大
野
　
亙
（
埼
　
玉
）

関
上
　
務
（
埼
　
玉
）

水
村
　
芳
則
（
埼
　
玉
）

岡
沢
　
利
昭
（
千
　
葉
）

豊
田
　
啓
子
（
三
多
摩
）

一
森
　
進
治
（
東
京
南
）

青
木
　
慎
哉
（
千
　
葉
）

蔵
原
　
保
一
（
東
京
東
）

木
村
　
和
由
（
東
京
東
）

田
山
　
文
武
（
東
京
南
）

細
川
　
潔
（
愛
　
知
）

倉
屋
　
賢
二
（
愛
　
知
）

澤
田
　
孝
司
（
富
　
山
）

▽
退
任
役
員
△

今
大
会
を
も
っ
て
、
左
記
の

方
々
が
本
部
役
員
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

【
書
記
次
長
】

松
岡
　
弘
文
（
東
京
西
）

【
中
央
執
行
委
員
】

酒
井
　
茂
樹
（
北
海
道
中
）

柳
沢
　
由
明
（
埼
　
玉
）

中
島
　
計
衛
（
埼
　
玉
）

菅
原
　
邦
夫
（
東
京
中
）

金
田
　
明
幸
（
東
京
東
）

長
谷
川
　
健
（
南
大
阪
）

川
村
　
唯
志
（
徳
　
島
）

※
　
こ
れ
ま
で
の
奮
闘
と
任
務
、

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

来

賓

【
香
川
県
】
乃
口
代
議
員

四
国
地
連
は
こ
の
４
年
間

で
、
４
名
の
新
し
い
組
合
員

を
迎
え
て
き
た
。
風
通
し
の

良
い
明
る
い
職
場
を
つ
く
る

た
め
に
、
ま
す
ま
す
全
国
税

が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
職
員
に
加
入
を

訴
え
て
い
き
た
い
。

部
事
務
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
か

ら
は
、
こ
れ
か
ら
「
広
く
浅

く
」
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
方
、

法
人
の
内
部
で
は
源
泉
未
納

整
理
が
恒
常
的
に
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、

仕
事
に
対
す
る
意
義
や
誇
り

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

【
埼
玉
県
】
真
貝
オ
ブ

昨
年
、
新
潟
県
は
水
害
や

大
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
。
水
害
時
に

は
防
毒
マ
ス
ク
を
し
な
が

ら
、
地
震
の
後
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て

き
た
が
、
こ
う
し
た
実
態
を

機
関
紙
で
報
道
し
て
当
局
の

対
応
に
つ
い
て
問
題
提
起
し

て
き
た
。

情
と
人
事
要
求
を
綴
っ
た
手

紙
を
出
し
た
。
局
長
は
真
摯

に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
と
交

渉
で
発
言
し
た
。
局
幹
部
は

「
一
定
の
批
判
勢
力
は
必
要

だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
機
関

紙
を
中
心
に
地
道
な
運
動
を

進
め
て
き
た
が
、
組
合
員
同

士
で
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
駆

使
し
て
情
報
交
換
を
し
て
い

る
。
富
山
で
は
月
に
約
６
千

円
も
玄
関
前
カ
ン
パ
が
集
ま

っ
た
。
あ
と
は
新
し
い
組
合

員
を
ふ
や
す
こ
と
が
課
題

だ
。

【
東
京
中
】
藤
平
オ
ブ

女
性
交
流
集
会
を
19
名
の

参
加
で
開
催
し
た
。
内
部
一

元
化
の
影
響
を
は
じ
め
、
仕

事
の
問
題
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
話
題
が
多
く
出
た
。
内

き
な
反
響
を
呼
び
当
局
を
揺

さ
ぶ
り
、
実
情
に
沿
っ
た
事

務
運
営
を
行
う
よ
う
通
達
を

出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
福
岡
】
江
島
代
議
員

九
州
で
も
数
件
の
降
格
発

令
が
あ
っ
た
。
当
局
は
表
向

き
に
は
「
本
人
の
希
望
で
」

と
言
う
が
、
単
身
赴
任
を
拒

否
し
た
こ
と
へ
の
報
復
と
思

わ
れ
る
ケ
ー
ス
や
署
長
室
へ

出
入
禁
止
さ
れ
た
職
員
へ
の

発
令
な
ど
、
恣
意
的
な
も
の

だ
と
考
え
る
。
降
格
予
備
軍

も
相
当
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

【
長
野
県
】
黒
河
内
代
議
員

地
方
切
り
捨
て
の
「
賃
下

げ
人
勧
」
実
施
阻
止
の
運
動

に
つ
い
て
、
職
場
へ
の
分
か

り
易
い
宣
伝
と
積
極
的
な
取

り
組
み
を
早
急
に
行
う
べ

き
。
本
俸
の
切
り
下
げ
は
許

せ
な
い
が
「
地
域
手
当
」
に

よ
っ
て
全
国
の
団
結
と
連
帯

も
分
断
さ
れ
か
ね
な
い
。
最

初
は
「
地
域
手
当
」
の
支
給

が
な
い
地
域
が
中
心
と
な
っ

て
が
ん
ば
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
決
意
し
て
い
る
。

【
福
井
】
山
口
代
議
員

金
沢
局
長
へ
７
名
の
組
合

員
が
昇
格
問
題
に
関
す
る
心

応
対
に
苦
慮
し
て
い
る
。
従

来
、
他
の
事
務
系
統
の
税
法

に
つ
い
て
は
自
己
研
鑽
で
や

れ
と
職
員
に
任
さ
れ
て
い
た

が
、
局
か
ら
税
目
毎
に
研
修

を
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
実
情
は
署
へ

丸
投
げ
。
労
働
組
合
と
し
て

内
部
事
務
一
元
化
へ
の
対
応

方
針
を
明
確
に
す
べ
き
。

【
北
海
道
中
】
坂
東
代
議
員

札
幌
局
の
徴
収
現
場
で
は

「
つ
ぶ
れ
て
も
い
い
か
ら
売

掛
金
を
差
し
押
さ
え
ろ
」
と
、

課
税
二
部
的
手
法
が
署
に
持

ち
込
ま
れ
て
い
る
。
「
滞
納

者
ワ
ー
ス
ト
50
」
が
署
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
滞

納
者
に
困
難
な
約
束
を
さ
せ

「
破
れ
ば
差
し
押
さ
え
」
と

い
う
手
荒
な
手
法
も
と
ら
れ

て
い
る
。
地
連
は
徴
収
事
務

の
あ
り
方
に
つ
い
て
機
関
紙

で
大
き
く
取
り
上
げ
て
職
場

へ
問
い
か
け
た
。
こ
れ
が
大

福
岡
・
江
島
代
議
員

東
京
中
・
藤
平
オ
ブ

京
都
・
藤
本
代
議
員

夏
季
休
暇
中
で
職
場
の
手
薄
な
時
期
を
狙
っ
た

か
の
よ
う
に
、
人
事
院
は
マ
イ
ナ
ス
の
ダ
ブ
ル
勧

告
を
行
い
ま
し
た
。
級
の
統
合
新
設
で
は
、
税
務

署
の
上
席
専
門
官
は
新
４
級
〜
５
級
と
、
つ
い
に

真
ん
中
よ
り
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
格
下
げ

が
確
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
国
税
庁
は
こ

の
７
月
人
事
で
、
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
20
件
も
の
降
格
人
事
、

ボ
ー
ナ
ス
勤
勉
手
当
の
低
率
支
給
、
定
期
昇
給
未
発
令
を
平
然
と

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
組
合
差
別
は
依
然
と
し
て
解
消
し
な

い
。
こ
れ
が
庁
の
言
う
「
適
正
公
平
」
な
人
事
の
正
体
で
す
。
行

政
組
織
と
運
営
の
試
行
と
い
う
、
労
働
条
件
の
面
で
壮
大
な
「
人

体
実
験
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
に
予
定
さ
れ
る
大

掛
か
り
な
機
構
改
革
に
き
ち
ん
と
対
処
す
る
た
め
、
全
国
税
は
質

問
状
と
要
求
案
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
組
織
面
で
は
、
北
海
道
地

連
が
今
純
増
し
て
い
ま
す
。
国
税
労
働
運
動
60
年
の
記
念
の
年
を
、

全
て
の
地
連
が
純
増
で
迎
え
前
進
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
ょ
う
。

本 部 専 従

▲ 新たに阿部書記
長が本部で専従役員
としての任務に就き
ます。

組
合
／
東
京
税
財
政
研
究
セ

ン
タ
ー
／
東
京
土
建
／
都
市

機
構
労
働
組
合
／
西
田
一

雄
／
日
高
教
／
日
中
友
好
協

会
／
日
本
共
産
党
／
日
本
平

和
委
員
会
／
年
金
者
組
合
／

農
民
連
／
非
核
の
政
府
を
求

め
る
会
／
不
公
平
な
税
制
を

た
だ
す
会
／
変
額
保
険
被
害

者
の
会
／
保
団
連
／
民
放
労

連
／
ろ
う
き
ょ
う
／
ろ
う
き

ん
霞
ヶ
関
支
店

※
　
敬
称
略
・
五
十
音
順

▲　１年間の仲間の奮闘ぶりに思わず笑顔
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